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　トピックス
　

経
済
財
政
改
革
の

　

基
本
方
針
２
０
０
７
決
定　

　

国
は
6
月
19
日
、
政
府
の
経
済
財
政

政
策
の
枠
組
み
を
示
す
「
経
済
財
政
改

革
の
基
本
方
針
２
０
０
７
」
を
次
の
と

お
り
閣
議
決
定
し
た
。

１
．
成
長
力
の
強
化

⑴
成
長
力
底
上
げ
戦
略
～
〝
基
礎
力
〟

を
高
め
る
。
①
「
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
制
度
」

の
構
築
②
母
子
家
庭
、
生
活
保
護
世
帯
、

障
害
者
等
の
就
労
移
行
に
関
す
る
5
年

間
の
具
体
的
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
「
福

祉
か
ら
雇
用
へ
」
推
進
５
か
年
計
画
③

「
中
小
企
業
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
推
進
と
最
低
賃
金
制
度
の
充
実

（
円
卓
会
議
で
検
討
し
、
政
労
使
合
意
を

得
て
引
き
上
げ
）

⑵
サ
ー
ビ
ス
革
新
戦
略
～
〝
効
率
〟
を

高
め
る
①
電
子
商
取
引
等
の
共
通
基
盤

の
整
備
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
生
産
性
向

上
②
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
特
区
」
な
ど
Ｉ
Ｃ

Ｔ
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
③
「
地
域

力
再
生
機
構
」
の
創
設
に
向
け
た
検
討
、

地
域
密
着
型
金
融
に
関
す
る
監
督
指
針

の
改
定
、
３
セ
ク
等
に
対
す
る
市
場
価

格
に
基
づ
く
適
正
な
評
価
等
の
一
体
的

推
進
④
「
規
制
の
集
中
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
」⑤「
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協
議
会
」

　

を
活
用
し
、サ
ー
ビ
ス・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進

⑶
成
長
可
能
性
拡
大
戦
略
：
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
等
～〝
創
造
力
〟を
高
め
る
。

①
革
新
的
医
薬
品・医
療
機
器
創
出
５
か

年
戦
略
②
世
界
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
コ

ン
テ
ン
ツ
流
通
促
進
法
制
の
整
備
③
大

学・大
学
院
改
革
：
国
立
大
学
法
人
運
営

費
交
付
金
改
革
、
競
争
的
資
金
の
拡
充
、

９
月
入
学
、
事
務
局
改
革
等

⑷
グ
ロ
ー
バ
ル
化
改
革
～
オ
ー
プ
ン
な

国
づ
く
り
。
①
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
積
極
的
取

組
。
工
程
表
に
従
っ
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の

取
組
強
化
。
日
米
、
日
Ｅ
Ｕ
等
の
Ｅ
Ｐ

Ａ
を
将
来
の
課
題
と
し
て
検
討
し
、
可

能
な
国・
地
域
か
ら
準
備
②
「
金
融・
資

本
市
場
競
争
力
強
化
プ
ラ
ン
」
：
取
引

所
で
総
合
的
な
品
揃
え
の
実
現
、
銀
行

と
証
券
の
フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー
ル
規
制
の

見
直
し
等
③
航
空
自
由
化
：
「
ア
ジ
ア・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」
の
航
空
自
由
化

工
程
表
の
策
定
、
羽
田
の
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
推
進
等

⑸
労
働
市
場
改
革
～
複
線
型
で
フ
ェ
ア

な
働
き
方
の
実
現
。「
ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
憲
章
」や「
働
き
方
を
変
え
る
、

日
本
を
変
え
る
行
動
指
針
」
の
策
定

⑹
地
域
活
性
化
～
地
域
の
活
力
な
く
し

て
国
の
活
力
な
し
。
農
地
を
含
め
た
農

業
改
革
の
全
体
像
と
工
程
表
を
と
り
ま

と
め

２�

．21
世
紀
型
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築

⑴
歳
出・
歳
入
一
体
改
革
。
①
真
に
必

要
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
の
財
源

の
重
点
配
分
を
行
い
つ
つ
、「
基
本
方
針

２
０
０
６
」
で
示
さ
れ
た
５
年
間
の
歳

出
改
革
を
着
実
か
つ
計
画
的
に
実
施
。

②
平
成
20
年
度
予
算
は
、
こ
の
歳
出
改

革
を
軌
道
に
乗
せ
る
上
で
極
め
て
重
要

な
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歳
出
全
般

に
わ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
歳

出
改
革
の
努
力
を
決
し
て
緩
め
る
こ
と

な
く
、
国
、
地
方
を
通
じ
、
引
き
続
き

「
基
本
方
針
２
０
０
６
」
に
則
り
、
最
大

限
の
削
減
を
行
う
。
③
「
進
路
と
戦
略
」

で
示
し
た
予
算
編
成
の
原
則
に
沿
っ
て
、

「
新
た
に
必
要
な
歳
出
を
行
う
際
は
、
原

則
と
し
て
他
の
経
費
の
削
減
で
対
応
す

る
」、「
税
の
自
然
増
収
は
安
易
な
歳
出

等
に
振
り
向
け
ず
、
将
来
の
国
民
負
担

の
軽
減
に
向
け
る
」
な
ど
、
規
律
あ
る

財
政
運
営
を
行
う
。
④
こ
う
し
た
歳
出

改
革
の
取
組
を
行
っ
て
、
な
お
対
応
し

き
れ
な
い
社
会
保
障
や
少
子
化
な
ど
に

伴
う
負
担
増
に
対
し
て
は
、
安
定
財
源

を
確
保
し
、
将
来
世
代
へ
の
負
担
の
先

送
り
は
行
わ
な
い
。
⑤
「
公
共
投
資
に

関
す
る
基
本
的
考
え
方
」（
６
項
目
）
の

提
示
、
一
般
競
争
入
札
の
拡
大
。
⑥ 

社

会
保
障
に
つ
い
て
、「
医
療・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
向
上・
効
率
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
推
進
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
踏
ま
え
、

「
基
本
方
針
２
０
０
６
」
を
達
成
す
る

た
め
の
道
筋
を
示
す
。
⑦
「
基
本
方
針

２
０
０
６
」
を
上
回
る
公
務
員
人
件
費

の
削
減
を
目
指
し
、
改
革
を
具
体
化
。

⑵
税
制
改
革
。
①
平
成
19
年
秋
以
降
、

税
制
改
革
の
本
格
的
な
議
論
を
行
い
、

平
成
19
年
度
を
目
途
に
、
社
会
保
障
給

付
や
少
子
化
対
策
に
要
す
る
費
用
の
見

通
し
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
費
用

を
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
広
く
公
平
に
分
か

ち
合
う
観
点
か
ら
、
消
費
税
を
含
む
税

体
系
の
抜
本
改
革
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、

取
り
組
む
。
②
実
現
す
べ
き
６
つ
の
柱

の
提
示

⑶
予
算
制
度
改
革
。
①
「
予
算
の
全
体

像
」の
策
定
等
を
通
じ
、予
算
の
戦
略
性
、

総
合
性
を
強
化
②
各
年
度
の
予
算
と
財

政
健
全
化
の
中
期
目
標
と
の
整
合
性
を

確
保

⑷
公
務
員
制
度
改
革
。
①
各
府
省
に
よ

る
再
就
職
斡
旋
を
禁
止
し
、
官
民
人
材

交
流
セ
ン
タ
ー
に
一
元
化
。
セ
ン
タ
ー

は
平
成
20
年
中
に
設
置
。
一
元
化
実
施

時
期
は
、
セ
ン
タ
ー
設
置
後
３
年
以
内
。

②
能
力・
実
績
主
義
を
導
入
す
る
た
め
、

能
力
本
位
の
任
用
制
度
を
確
立
③
「
国

家
公
務
員
制
度
改
革
基
本
法
案
」
を
次

期
通
常
国
会
に
提
出

⑸
独
立
行
政
法
人
改
革
。
全
て
の
独
立

行
政
法
人
（
１
０
１
法
人
）
を
対
象
に
、

民
営
化
等
を
検
討
し
、「
独
立
行
政
法
人

整
理
合
理
化
計
画
」
を
年
内
目
途
に
策

定
。

⑹
資
産
債
務
改
革
。

⑺
市
場
化
テ
ス
ト
。
東
京
23
区
内
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
２
か
所
に
お
け
る
無
料
職

業
紹
介
に
つ
い
て
市
場
化
テ
ス
ト
を
行

う⑻
地
方
分
権
改
革
。
①
地
方
分
権
改
革

推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
国
と
地
方
の

役
割
分
担
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

平
成
19
年
秋
に
中
間
と
り
ま
と
め
②
補

助
金
、
交
付
税
、
税
源
配
分
の
一
体
的

な
改
革
に
向
け
地
方
債
を
含
め
検
討
、

地
方
間
の
税
源
偏
在
是
正
策
、
地
方
支

分
部
局
の
抜
本
改
革
等
③
〝
ふ
る
さ
と

納
税
〟
の
検
討

３�

．持
続
的
で
安
心
で
き
る
社
会
の
実
現

⑴
環
境
立
国
戦
略
▼
⑵
教
育
再
生
▼
⑶

少
子
化
対
策・再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
▼
⑷

質
の
高
い
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
構
築

▼
⑸
治
安・
防
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
等

の
強
化
▼
⑹
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
支
え
る
環
境
整
備
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　視　　点

国
内
中
小
企
業
に
と
っ
て
の
国
際
化

　
　
　
　

そ
の
様
態
と
対
応

　

今
期
の
決
算
で
過
去
最
高
益
を
更
新

し
た
大
企
業
が
軒
を
並
べ
る
一
方
、
一

般
の
中
小
企
業
の
景
況
感
は
い
ま
い
ち

‥
と
い
う
よ
り
、
競
争
の
激
化
か
ら
収

益
率
は
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
‥

と
言
っ
た
方
が
実
態
に
近
い
。
大
企
業

に
お
け
る
高
収
益
は
海
外
市
場
か
ら
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
。
例

え
ば
自
動
車
。
国
内
市
場
は
飽
和
状
態

で
、
輸
出
と
海
外
生
産
が
国
内
市
場
向

け
を
上
回
っ
て
い
る
。
海
外
市
場
に
雄

飛
し
て
い
る
中
小
企
業
も
僅
か
で
は
無

い
が
、
情
報
難
･
資
金
難
か
ら
、
過
小

資
本
の
中
小
企
業
で
は
リ
ス
ク
が
高

く
、
な
か
な
か
手
を
出
せ
な
い
の
が
実

情
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
始
め
か

ら
海
外
市
場
を
無
視
し
、
意
識
的
に
せ

よ
無
意
識
的
に
せ
よ
、「
大
企
業
は
世
界

（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
市
場
、
中
小
企
業
は
国

内
（
ロ
ー
カ
ル
）
市
場
」
と
い
う
一
種
の

「
棲
み
分
け
論
」
に
自
ら
閉
じ
こ
も
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
商
店
や
中
小
企
業
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼

等
に
と
っ
て
自
分
の
縄
張
り
で
あ
る
商

圏
に
格
安
な
外
国
商
品
や
外
国
資
本
が

進
出
し
て
き
た
り
、
自
分
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
金
利
が
吊
り
上
げ
ら
れ
た
り

商
品
の
価
格
が
一
方
的
に
低
く
決
ま
っ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
は
、
実
に
「
横

暴
で
鼻
持
ち
な
ら
な
い
」こ
と
に
な
る
。

外
国
人
労
働
者
を
自
在
に
使
い
こ
な
す

先
進
的
？
企
業
で
も
無
い
か
ぎ
り
国
際

化
に
対
し
て
は
お
手
上
げ
状
態
と
い
う

の
が
本
音
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
国
際
化
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
言
い
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
、人
々
の
生
活
圏
が
狭
い
地
域
か
ら
、

よ
り
広
い
地
域
に
広
が
っ
て
ゆ
く
現
象

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
国

際
化
は
「
地
球
国
家
建
設
の
過
程
」
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史

的
に
は
、マ
ケ
ド
ニ
ヤ
、ペ
ル
シ
ャ
、元
、

ト
ル
コ
な
ど
の
帝
国
支
配
に
よ
り
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
推
進
さ
れ
て
き
た
よ
う

に
、
い
わ
ば
「
領
土
の
国
際
化
」
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
被
支
配

民
族
は
自
由
や
財
産
を
奪
わ
れ
た
り
、

甚
だ
し
く
は
支
配
民
族
の
奴
隷
と
な
る

こ
と
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
幸
い
に
し
て

他
国
の
支
配
に
下
る
こ
と
な
く
独
立
を

保
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
偶
々

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
厳
し
さ
を
味
わ
わ
な

い
で
来
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な

い
。
そ
れ
は
日
本
が
地
理
的
に
「
極
東

の
島
国
」
で
あ
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な

い
。
島
国
の
よ
う
に
隔
離
さ
れ
た
地
域

が
広
域
経
済
圏
に
組
み
込
ま
れ
る
と
、

本
来
一
体
で
あ
る
べ
き
「
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
市
場
」
と
「
生
産
手
段
で
あ
る

資
金
･
労
働
力
の
市
場
」
と
が
分
離
し

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
は
、
相
対
的
に
安

い
生
産
コ
ス
ト
で
提
供
で
き
る
生
産
物

を
互
い
の
経
済
圏
で
交
換
（
貿
易
）
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
消
費
の
効
用
を
最
大

化
し
よ
う
と
す
る
経
済
効
果
が
働
く
。

「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
化
（
自
由

化
）」
と
か
「
資
金
･
労
働
力
の
国
際

化
（
自
由
化
）」
と
言
わ
れ
る
の
は
国

際
間
の
貿
易
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
が
、
地
理
的
関
係
に
お
い
て
も

本
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た

場
合
、
わ
が
国
の
方
が
安
く
出
来
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
輸
出
で
き
る
代
わ
り

に
、
外
国
の
方
が
よ
り
安
く
出
来
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
で
は
そ
れ
に
つ
れ
て
生
産

手
段
（
資
金
･
労
働
力
）
も
国
境
を
越

え
て
移
動
す
る
時
代
に
な
っ
た
。
つ
ま

り
、「
中
小
企
業
は
国
内
（
ロ
ー
カ
ル
）

市
場
」
と
い
う
棲
み
分
け
論
は
間
違
い

で
、
国
内
市
場
と
海
外
市
場
と
は
本
来

一
体
で
あ
り
、
お
互
い
に
密
接
な
補
完

関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

国
内
（
ロ
ー
カ
ル
）
市
場
を
商
圏
に
し

て
い
る
と
い
っ
て
も
、
国
際
（
グ
ロ
ー

バ
ル
）
市
場
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
言
え
島
国
に

お
い
て
は
情
報
面
で
か
な
り
の
困
難
を

伴
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
領
土

日
本
経
済
は

国
際
化
で
浮
上

島
国
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
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　視　　点
の
国
際
化
」
に
晒
さ
れ
る
よ
り
は
ず
っ

と
ま
し
な
の
で
あ
る
。

　
「
中
小
企
業
は
国
内
市
場
」
と
い
う

意
識
は
、
対
外
関
係
を
軽
視
し
た
日
本

の
歴
史
教
育
に
原
因
の
一
端
が
あ
る
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
大
和
朝
廷
が

大
和
盆
地
に
都
を
構
え
た
の
も
、
九
州

で
は
大
陸
か
ら
の
侵
略
を
防
ぎ
き
れ
な

い
と
判
断
し
た
か
ら
に
違
い
な
く
、
国

民
に
租
庸
調
を
課
し
、
防
人
と
し
て
軍

事
的
防
備
を
講
じ
た
の
も
、
中
国
に
お

け
る
隋
の
成
立
を
考
え
る
と
頷
け
る
も

の
が
あ
る
。
そ
の
後
も
何
ら
か
の
形
で

大
陸
と
の
交
流
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、

一
度
と
し
て
対
外
関
係
か
ら
目
を
離
し

た
こ
と
は
無
か
っ
た
。
遣
隋
使
、
遣
唐

使
、
日
宋
貿
易
、
日
明
（
勘
合
）
貿
易

が
あ
り
、
元
に
対
し
て
は
国
を
挙
げ
て

防
衛
戦
を
戦
っ
た（
文
永
・
弘
安
の
役
）。

鎖
国
と
言
わ
れ
た
江
戸
時
代
に
お
い
て

さ
え
、
対
馬
を
通
じ
て
朝
鮮
貿
易
、
長

崎
を
通
じ
て
日
墨
貿
易
を
行
な
っ
て
い

た
。
明
治
維
新
後
比
較
的
短
期
間
に
し

て
西
洋
列
強
の
仲
間
入
り
を
果
せ
た
の

も
、
世
界
情
勢
を
監
視
す
る
努
力
が
為

さ
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
た

だ
、
如
何
せ
ん
情
報
収
集
力
の
不
足
か

ら
、
何
度
か
外
国
に
対
し
て
無
謀
な
侵

略
戦
争
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
の

は
、
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く

日
本
の
国
際
化
に
は
、
外
国
に
対
す
る

恐
怖
と
奢
り
の
感
情
が
交
錯
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
が
交
互
し
て
対
外
関
係
に

表
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

り
、
そ
れ
は
「
島
国
で
あ
る
」
こ
と
と

決
し
て
無
縁
で
は
な
い
。

　

地
震
の
影
響
は
震
源
地
か
ら
遠
く
な

る
ほ
ど
時
間
が
掛
か
る
の
と
同
様
、
国

際
化
が
浸
透
す
る
時
間
は
中
心
部
か
ら

の
隔
た
り
に
比
例
す
る
。
鉄
器
や
文
字

の
伝
播
の
例
を
見
る
ま
で
も
無
く
、「
隔

た
り
」
は
従
来
で
あ
れ
ば
地
理
的
距
離

を
意
味
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
国
際
感

覚
と
で
も
言
う
べ
き
か
。
と
に
か
く
そ

の
影
響
は
間
違
い
な
く
伝
播
す
る
の
で

あ
り
、「
最
も
遅
い
所
程
深
刻
な
影
響
が

現
れ
る
。」
の
も
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

　

国
際
化
に
備
え
る
に
は
先
ず
「
目
を

地
域
か
ら
国
内
、
国
内
か
ら
世
界
へ
と

拡
げ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
自
社

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
が
ロ
ー
カ

ル
で
あ
る
に
せ
よ
、
商
品
･
資
材
･
労

働
･
資
本
は
外
か
ら
入
っ
て
く
る
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
り
、
市
場
の
領
域

と
そ
の
様
態
は
一
変
す
る
か
ら
で
あ

る
。
次
に
「（
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に

つ
け
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
れ
ば
さ
れ

る
程
、
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
の
価
値
･
影

響
力
が
高
ま
る
。」
こ
と
を
認
識
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、「
自
社
の
独

自
性
を
失
わ
な
い
」
こ
と
と
、そ
の
「
独

自
性
を
グ
ロ
ー
バ
ル
の
中
で
絶
え
ず
再

評
価
す
る
」こ
と
が
共
に
必
要
で
あ
る
。

第
三
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
通
用
す

る
普
遍
的
な
経
営
理
念
を
持
つ
」こ
と
。

具
体
的
に
は
、「
優
れ
た
も
の
は
人
種

･
国
籍
に
関
ら
ず
採
用
す
る
」
と
い
う

一
種
の
合
理
主
義
に
徹
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
良
い
意
味
で
の

競
争
（
切
磋
琢
磨
）
を
促
す
効
果
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。こ
れ
は
逆
説
的
に「
日

本
特
有
の
価
値
観
を
求
め
た
り
押
し
付

け
た
り
し
な
い
」
こ
と
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

　
「
守
り
」
と
は
、「
自
ら
変
え
る
こ
と

の
出
来
な
い
外
部
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
て
ゆ
く
こ
と
」
と
言
っ
て
良

い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
客
観
的
に

物
事
を
観
る
目
が
無
い
と
大
変
に
難
し

い
こ
と
で
あ
る
。
あ
た
か
も
碁
の
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
攻
め
パ
タ
ー
ン
が
環
境

変
化
に
よ
り
一
瞬
に
し
て
負
け
パ
タ
ー
ン

に
変
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
良
く
あ
る
。

十
分
な
調
査
機
能
を
持
た
な
い
中
小
企

業
は
多
く
が
こ
の
罠
に
嵌
ま
っ
て
し
ま

う
。
あ
る
程
度
先
の
読
め
る
借
入
金
利

や
材
料
物
価
の
高
騰
で
さ
え
企
業
を
倒

産
に
追
い
込
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
か

ら
、
自
ら
の
事
業
に
直
接
関
係
の
無
い

世
界
の
変
化
に
つ
い
て
は
全
く
知
る
術

が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
世
界
か
ら
の
影
響
さ
え
も
無
視

す
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
が
国
際
化
（
グ

ロ
ー
バ
ル
化
）
の
怖
さ
な
の
で
あ
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

新
井
将
平
）

日
本
の
歴
史
は

国
際
化
の
歴
史

国
際
化
は
最
も

警
戒
す
べ
き
脅
威

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

通
用
す
る
哲
学
を
持
つ

中
小
企
業
は
攻
め
に

強
い
が
守
り
に

国際化の様態と対応（戦略）

能動（大企業） 受動（中小企業）

位置付け 事業拡大手段 外部環境（脅威）

商　　品 輸出、海外生産 競合回避、差異化

資　　材 グローバル調達 輸入（海外調達）

人　　材 グローバル人材 引抜き防止、受入

資本調達 海外起債 外資導入（資本提携）

資本活用 M&A(グループ化） 事業提携（競争力強化）
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　施　　策

地域資源活用支援事務局一覧

ご相談、お問い合わせは、各地の地域支援事務局までお願いいたします。
事務局 所在地・連絡先 対象地域(都道府県)

全国推進事務局
港区虎ノ門3-5-1虎ノ門37森ビル3階
電話：03-5470-1194　ＦＡＸ：03-5470-1568

全国

北海道
地域支援事務局

札幌市北区北７条西2-8-1北ビル2階
電話：011-747-7715　ＦＡＸ：011-738-1372

北海道

東北
地域支援事務局

仙台市青葉区落合4-2-5
電話：022-302-8606　ＦＡＸ：022-392-8814

青森、岩手、宮城、秋田、
山形、福島

関東
地域支援事務局

港区虎ノ門3-5-1虎ノ門37森ビル１階
電話：03-5470-1640　ＦＡＸ：03-5470-1573

茨城、栃木、群馬、
埼玉、千葉、東京、
神奈川、新潟、長野、
山梨、静岡

中部
地域支援事務局

名古屋市中区錦2-2-13名古屋センタービル4階
電話：052-218-8558　ＦＡＸ：052-201-3010

愛知、岐阜、三重

北陸
地域支援事務局

金沢市広岡3-1-1金沢パークビル10階
電話：076-223-5855　ＦＡＸ：076-223-5762

富山、石川

近畿
地域支援事務局

大阪市中央区大手前1-7-31
　　　大阪マーチャンダイズマートビル11階
電話：06-6910-2235　ＦＡＸ：06-6910-2239

福井、滋賀、京都、奈良、
大阪、兵庫、和歌山

中国
地域支援事務局

高松市サンポート２－１
　　　高松シンボルタワータワー棟7階
電話：087-823-3220　ＦＡＸ：087-811-1753

徳島、香川、愛媛、
高知

四国
地域支援事務局

高松市サンポート２－１
　　　高松シンボルタワータワー棟7階
電話：087-823-3220　ＦＡＸ：087-811-1753

徳島、香川、愛媛、
高知

九州
地域支援事務局

福岡市中央区天神1-14-4大和生命福岡ビル8階
電話：092-771-9183　ＦＡＸ：092-771-0038

福岡、佐賀、長崎、熊本、
大分、宮崎、鹿児島

沖縄
地域支援事務局

那覇市小禄1831-1沖縄産業支援センター 313-1
電話：098-859-7566　ＦＡＸ：098-859-5770

沖縄
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中小企業地域資源活用プログラム相談窓口の開設について

　「中小企業地域資源活用プログラム」及び「中小企業による地域産業資源を活用した事業活動の促
進に関する法律」に基づく支援を効果的に行うための専門の相談窓口である「地域支援事務局」を各
地方ブロック毎（全国10カ所）に開設します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

１． 平成19年度からスタートする「市場志向型ハンズオン支援事業（地域資源活用企業化支援事業）」では、
中小企業の地域資源を活用した創意ある取組を支援する専門の相談窓口「地域支援事務局」を、独立
行政法人中小企業基盤整備機構の各支部及び沖縄事務所（各地方ブロック毎全国10カ所）に設置しま
す。

　　　具体的には、マーケティング等に精通した専門家（約60名）を配置し、地域資源を活用して新商品・
　　新サービスの開発・販売等に取り組む中小企業、組合等の相談に乗り、事業計画の策定から事業実施
　　段階まで、ノウハウ面を補強するためのアドバイス、適切なキーパーソンの紹介など、きめ細かな支
　　援（ハンズオン支援）を行います。
　　　また、各地域支援事務局における事業化支援のサポート、首都圏への販路開拓のサポート等を実施
　　する「全国推進事務局」を中小企業基盤整備機構本部に設置します。
　　（注） ハンズオン支援とは、「意欲ある中小企業とともに、新規事業を立ち上げ、その事業化を実現し、

継続的に成功に導くために必要とされるあらゆる支援を行うこと。」

２． ７月２日、「地域支援事務局」の相談窓口が開設されますので支援事務局一覧を公表します。

３． 本事業は、今年度からスタートする「中小企業地域資源活用プログラム」における重要な支援策であり、
その他の支援措置とともに地域資源を活用した中小企業の商品・サービスの開発・市場化を総合的に応
援していきます。

（参考情報）
　地域資源活用チャンネル（J-Net21[中小企業ビジネス支援サイト]）
　http://j-net21.smrj.go.jp/expand/shigen/index.html

（お問い合わせ先）
　中小企業庁経営支援部経営支援課
　担当者：中田補佐、藤田、花房
　電　話：０３－３５０１－１５１１（内線 ５３３１～８）
　０３－３５０１－１７６３（直通）

　独立行政法人中小企業基盤整備機構
　地域経済振興部地域活性化支援課
　担当者：林、佐本、山口
　電　話：０３－５４７０－１１９４（直通）
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「７０歳まで働ける企業」創出事業

個別相談、セミナーのご案内
～働く意欲と能力のある高齢者が年齢にかかわりなく働ける社会の実現をめざして～

70 歳まで働ける企業の概念 

■70歳以上まで雇用する制度の導入 
　①70歳以上の定年の定め、②定年の定めの廃止、③70歳以上までの継続雇用制度 

■企業の実情に応じて何らかの仕組みで70歳まで働くことができる企業

70 歳まで働ける企業奨励金 

個別相談、セミナーのご案内 

 個別相談、セミナーの申し込みは 

千葉県中小企業団体中央会 連携支援部 ℡.043-242-3277 
「７０歳まで働ける企業」創出事業推進員  

　わが国の平均寿命は戦後60年の間に約30歳も延び、そ
れに対して出生率は減少の一途をたどっており、正に少子
高齢化社会を迎えております。また、今年から「団塊の世
代」が60歳定年を迎え、中小企業は目下、団塊の世代の引
退と高度成長期に創業した経営者の世代交代いう重大な局
面を迎えております。このことにより、これまで蓄積して
きた企業文化や技能の円滑な承継が困難になってくること
が懸念されます。このことは経営体の存続にも影響しかね
ない重大な問題となっております。 
　その一方で、高齢者の中には生活のため、あるいは自己
実現や社会貢献など様々な理由により、定年後もなんらか
のかたちで働き続けたいとすする人が多く、人材不足に悩

む中小企業にとって、これらの高年齢者は貴重な労働力と
して期待されております。
　このような中で、千葉県中小企業団体中央会は厚生労働
省の委託を受けて平成16年度から３年間、会員組合と連携
して「65歳雇用導入プロジェクト」事業を推進して大きな
成果を得ることができました。さらに、本年度は厚労省よ
り“「70歳まで働ける企業」創出事業”を受託いたしまし
た。皆さまの組合や傘下組合員の高齢者雇用について中央
会がお手伝いいたしますので、「組合へのセミナー」、
「傘下組合員への個別相談」を無料で実施いたしますので
ご活用下さい。

　定年の引き上げ等には賃金体系の見直しなど経済的負担を伴うこともあり、これを行う中小企業を支援するために、本年
度から新たに「定年引上げ等奨励金」の制度が始まりました。 
　この奨励金は①中小企業定年引上げ等奨励金と②雇用環境整備助成金とからなっております。
支給要件等、詳細については㈳千葉県雇用開発協会までお問い合わせ下さい。℡.043-225-7931

■個別相談 
  改正高年齢者雇用安定法の内容や継続雇用制度の導入に当たっての基礎となるべき「賃金・人事制度の見直し」「能力開
発の方法」「職場環境の改善」等を中央会の推進員と専門相談員（社会保険労務士、中小企業診断士）が企業に訪問して、
ご相談（無料）をお受けしております。
■セミナーの開催 
[テーマ]①なぜ、いま高年齢者が必要なのか、高年齢者雇用のための条件整備、再雇用者の雇用の形態・労働条件の変

化、賃金・人事処遇制度整備、能力開発や職場環境の改善の進め方等②改正高年齢者雇用安定法の概要と継続
雇用制度導入のしかた、継続雇用制度の対象となる高年齢者にかかる基準について、高年齢者雇用確保措置の
内容、中小企業の高年齢者確保措置導入事例、関係する助成金の概要等 

[講　師]　社会保険労務士あるいは中小企業診断士の専門相談員 
[費　用]　無料（ただし、会場は組合でご用意いただきます。）
　　　　　組合の総会、理事会、委員会等の会議の前後にお時間をいただき、千葉県中小企業団体中央会、㈳千葉県雇用

開発協会及びセミナを開催する組合と共催で行います。 

ご　案　内■
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　連携リーダー
【
組
合
の
概
要
】

　

長
生
郡
市
土
砂
採
取
業
協
同
組
合
は
、
昭

和
50
年
10
月
、
長
生
地
域
の
土
砂
採
取
業
者

が
共
同
購
買
事
業
、
教
育
情
報
事
業
、
土
砂

採
取
後
の
採
取
場
の
跡
地
整
備
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
。
以
来
、
組
合
員
一
致
団
結

し
て
地
域
の
自
然
環
境
保
護
と
組
合
員
企
業

の
体
質
改
善
、
経
営
の
合
理
化
、
近
代
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
当
組
合
3
代
目
の
理
事

長
で
あ
る
三
枝
巌
氏
は
、
昭
和
62
年
か
ら
組

合
執
行
部
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
現
在

任
期
は
11
期
目
で
あ
る
。

【
理
事
長
会
社
概
要
】

　

株
式
会
社
三
枝
組
は
、
三
枝
巌
理
事
長
の

お
父
様
が
大
正
15
年
に
設
立
し
た
会
社
で
、

今
年
で
創
業
81
年
に
な
る
。
会
社
の
事
業
内

容
は
総
合
建
設
業
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
協
力
業
者

で
も
あ
る
。
長
生
郡
市
地
域
で
の
道
路
工
事

現
場
で
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見
か
け

る
会
社
名
な
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

思
う
。
総
合
建
設
業
の
他
、
生
ゴ
ミ
処
理
機

の
販
売
、
産
業
廃
棄
物・一
般
廃
棄
物
の
収

集
運
搬
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
、
土

木
建
築
資
材
及
び
機
械
器
具
の
販
売
並
び
に

リ
ー
ス
、
建
売
住
宅
の
建
設・
販
売
、
不
動

産
売
買
、
賃
貸
、
仲
介
管
理
、
損
害
保
険
代

理
業
と
関
連
す
る
業
務
を
幅
広
く
取
り
扱
っ

て
い
る
。
平
成
13
年
に
は
県
内
5
番
目
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取
得
し
て
い
る
。
受
注

先
は
官
公
庁
が
９
割
、
バ
ブ
ル
期
に
20
億
円

保
全
を
も
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、

や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
し
て

い
る
。

　

組
合
活
動
以
外
で
は
、
地
元
法
人
会
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
昭
和
62
年

か
ら
現
在
ま
で
20
年
に
亘
り
役
員
と
し
て
活

躍
し
て
お
り
、
現
在
、
茂
原
法
人
会
副
会
長

で
あ
る
。

　

趣
味
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
舟
釣
り
、
ゴ
ル

フ
、
旅
行
と
の
こ
と
、
最
近
で
は
チ
ベ
ッ
ト

へ
旅
行
さ
れ
た
と
か
。
舟
釣
り
も
釣
る
だ
け

で
な
く
釣
っ
た
獲
物
を
捌
く
の
は
プ
ロ
級
。

最
後
に
座
右
の
名
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、

「
や
っ
た
仕
事
を
み
て
も
ら
っ
て
、
次
の
仕

事
を
も
ら
う
」
と
の
こ
と
で
、
何
事
に
も
妥

協
を
許
さ
な
い
姿
勢
が
厳
し
い
時
代
に
会
社

を
存
続
さ
せ
る
秘
訣
な
の
だ
と
感
じ
た
。

長生郡市土砂採取業協同組合　　三枝巌理事長

卒
業
と
同
時
に
三
枝
組
に
入
社
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
2
代
目
の
社
長
で
あ
り
、
現
在

は
甥
の
三
枝
輝
久
氏
が
3
代
目
に
就
任
し
て

い
る
。
三
枝
理
事
長
は
、
現
在
千
葉
県
土
砂

事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
理
事
長
で
も
あ

る
。
土
砂
採
取
業
界
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、

羽
田
空
港
の
再
拡
張
事
業
が
あ
り
、
千
葉
県

か
ら
の
山
砂
の
搬
入
（
３
ヵ
年
事
業
）
が
決

定
し
、
一
部
地
区
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て

き
た
。
し
か
し
、
業
界
と
し
て
は
、
組
合
員

の
健
全
経
営
と
同
時
に
資
源
の
保
護
、
環
境

環
境
保
護
へ
の
取
り
組
み
と

　
　

確
か
な
仕
事
で
堅
実
経
営

あ
っ
た
年
商
は
現
在
10
億
円
に

減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
厳
し
い
建
設
業
界
に
あ
っ
て

受
注
競
争
が
激
化
し
て
い
る
中
、

長
生
地
域
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
取

扱
額
で
あ
る
。

【
三
枝
巌
理
事
長
の
横
顔
】

　

三
枝
理
事
長
は
、
大
学
4
年

在
学
時
に
お
父
様
が
交
通
事
故

に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
他

の
就
職
先
を
考
え
る
暇
も
な
く
、

長生郡市土砂採取業協同組合
所 在 地　茂原市早野1056-3
代 表 者　三枝　巌
組合員数　21名　出資金　４２０万円
職 員 数　1名

◎
さ
え
ぐ
さ
・
い
わ
お　

昭
和
43
年
国
士
舘
大
学
卒
業
と
同

時
に
㈱
三
枝
組
入
社
、
同
56
年
代
表
取
締
役
社
長
、
平
成

18
年
取
締
役
会
長
に
就
任
。
昭
和
62
年
長
生
郡
市
土
砂
採

取
業
協
同
組
合
理
事
長
、
平
成
16
年
千
葉
県
土
砂
採
取
業

協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
、
本
会
理
事
。
62
歳
。
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千
葉
化
学
工
業
薬
品
（
協
）

　
　

代
表
理
事

岡
田　

隆
治

　

千
葉
エ
フ
ピ
ー
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

藤
田
秀
一
郎

（
協
）
千
葉
電
設
協
会

　
　

代
表
理
事

　

伊
藤　

征
司

（
協
）
千
葉
県
鐡
骨
工
業
会

　
　

代
表
理
事

　

古 

橋　

 
久

　

関
東
自
動
車
共
済
（
協
）

　
　

理
事
長

小
長
谷 

政
幸

　

千
葉
県
牛
乳
商
業
組
合

　
　

代
表
理
事

　

渋
谷　

俊
夫

　

千
葉
県
官
公
需
適
格
組
合

　
　

受
注
促
進
協
議
会
会
長

　

鹿
野
新
一
郎

　

千
葉
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

　
　

理
事
長

　

大
野　

隆
紹

　

千
葉
県
異
業
種
交
流
融
合
化

協
議
会
会
長

　

本
田　

周

　

千
葉
県
印
章
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

宮
崎　

勝
治

　

千
葉
県
自
転
車
軽
自
動
車
商
（
協
）

　
　

代
表
理
事

古
川　

博
章

　

千
葉
県
産
業
廃
棄
物
処
理
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

岡 

林　

 

聰

官
公
需
適
格
組
合

千
葉
県
建
設
防
水
工
事
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

鹿
島
清
太
郎

　

千
葉
県
建
設
業
協
同
組
合
連
合
会

　
　

代
表
理
事

岩
瀬　

順
二

　

千
葉
県
共
同
店
舗
協
議
会

　
　

会
長寺

林　

幹
雄

　

千
葉
県
塗
装
工
業
（
協
）

　
　

理
事
長

　

荒
金　

英
一

　

千
葉
県
電
機
商
業
組
合

　
　

代
表
理
事

　

齋 

藤　

 

博

千
葉
県
石
油
商
業
組
合　

千
葉
県
石
油
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事

　

堀
江　

亮
介

　

千
葉
県
製
麺
工
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

佐
藤　

一
郎

　

千
葉
県
醤
油
工
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

太
田　

昭
吉

■　　　　　暑中お見舞い申し上げます
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　暑中お見舞い申し上げます■
　

千
葉
市
台
帳
測
量
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

今
田　

義
夫

　

千
葉
県
鮮
魚
商
協
同
組
合
連
合
会

　
　

代
表
理
事

　

林　

 

政 

和

千
葉
市
街
地
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

嶋
田　

俊
明

　
　
パ
チ
ン
コ
・
パ
チ
ス
ロ
の

千
葉
県
遊
技
業
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事

　

大
城　

正
準

　

千
葉
県
農
業
機
械
商
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

小
関　

邦
夫

　

千
葉
船
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

牧 

野　

 

功

千
葉
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
再
資
源
化
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

高
橋　

静
雄

千
葉
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
整
備
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

麻 
生　

 

茂

　

千
葉
総
合
卸
商
業
団
地
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

市
川　

直
樹

　

千
葉
市
宅
地
建
物
取
引
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

山 

中　

 

操
　

千
葉
県
中
古
自
動
車
販
売

　
　

商
工
組
合
代
表
理
事

　

成
尾　

光
行

　

千
葉
県
板
硝
子
商
工
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

小
西　

鋼
一

（
協
）
千
葉
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
団

　
　

代
表
理
事

　

岡
田　

弘
光

　

千
葉
鉄
工
業
団
地
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

坂
戸　

誠
一

　

千
葉
市
工
業
セ
ン
タ
ー
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

大
野　

一
郎

千
葉
青
果
商
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

藤
井　

芳
夫

千
葉
県
貿
易(

協)

　
　

代
表
理
事

横
山　

吉
雄

　

千
葉
県
自
動
車
販
売
店
協
会

　
　

会
長

　

勝
又　

基
夫

（
協
）
シ
ー
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

　
　

代
表
理
事

　

金
子　

哲
司

　

千
葉
県
印
刷
工
業
組
合

　
　

代
表
理
事

　

榊
原　

行
夫
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船
橋
総
合
卸
商
業
団
地
（
協
）

　
　

代
表
理
事

飯
ヶ
谷
岐
美
夫

　

船
橋
機
械
金
属
工
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

板
谷　

直
正

　

千
葉
学
習
塾
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

松
浦　

重
雅

　

銚
子
地
区
組
合
協
議
会

　
　

運
営
委
員
長

　

岡
田
知
之
助

　

千
葉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
整
備
工
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

勝
又　

基
夫

（
協
）
佐
原
信
販

　
　

代
表
理
事

　

鈴
木　

重
夫

（
協
）
野
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　

代
表
理
事

　

小
林　

明
雄

　

金
田
魚
介
類
仲
買
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

齋
藤　

剛
一

千
葉
県
漬
物
工
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

古
宮　

真
一

　

船
新
青
果
小
売
商
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

藤
沼　

龍
雄

山
武
管
工
事
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

加
藤　

洋
三

市
川
ス
ト
ア
サ
ー
ク
ル
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

原　

 

一 

郎

臼
井
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

野
口　

恭
義

　

印
旛
食
肉
セ
ン
タ
ー
事
業
（
協
）

　
　

理
事
長

　

小 

川　

 

進

　

長
生
郡
市
管
工
事
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

小
関　

正
幸

　

松
戸
ビ
ル
管
理
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

山 

下　

 

勉

　

東
葛
金
属
プ
レ
ス
加
工
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

坂
口　

正
明

東
金
市
ガ
ス
工
事
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

鈴
木　

寿
郎

千
葉
県
木
材
市
場
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

吉 

岡　

 

實

（
協
）
東
金
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　

代
表
理
事

　

中
村　

秀
朗

■　　　　　暑中お見舞い申し上げます
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柏
市
廃
棄
物
処
理
業
（
協
業
）

　
　

代
表
理
事

鈴 

木 　

隆

　

千
葉
県
鍍
金
工
業
組
合

　
　

代
表
理
事

　

柴
崎　

三
郎

　

柏
市
工
業
団
地
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

藤
井　

秀
美

　

柏
市
管
工
事
（
協
）

　
　

理
事
長

　

竹
内　

政
二

　

柏
駅
前
第
一
商
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

三
好　

迪
夫

　

流
山
ト
ラ
ッ
ク
事
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

伊
ヶ
谷
武
雄

　

流
山
工
業
団
地
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

高
橋　

啓
治

　

送
変
電
機
器
千
葉
（
協
）

　
　

代
表
理
事

菊
池　

康
文

（
協
）
シ
ー
・
テ
ィ
ー
・
テ
ィ
ー

　
　

代
表
理
事

石
井　

孝
幸

　

市
原
市
管
工
事
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

齋 

藤　

 

寛

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

　
　

代
表
幹
事

　

佐
久
間
厚
尚

　

浦
安
商
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

渡
邉　

英
夫

　

浦
安
建
設
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

鹿
野
新
一
郎

　

浦
安
貝
類
加
工
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

泉
沢　

正
博

　

千
葉
県
保
険
流
通
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

矢
部　

元
茂

　

小
湊
旅
館
業
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

稲 

葉　

 

靖

　

大
原
中
央
商
店
街
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

土
屋　

利
夫

（
協
）
酒
々
井
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　

代
表
理
事

　

細 

谷　

 

篤

　

四
街
道
工
業
団
地
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

清
水　

敬
陽

　

浦
安
市
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
（
協
）

　
　

代
表
理
事

　

醍
醐　

辰
雄

　暑中お見舞い申し上げます■
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■
味
噌
製
造
業�
【
県
内
全
域
】

　

包
装
資
材
等
の
値
上
げ
が
続
く

中
で
、
原
材
料
で
あ
る
米
の
値
上

げ
が
業
界
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
製
品
価
格
に
転

嫁
さ
れ
て
健
全
経
営
が
な
さ
れ
る

よ
う
願
う
。

■
シ
ャ
ツ
製
造
業

【
千
葉
県・東
京
都
】

　

季
節
の
変
わ
り
目
な
の
で
全
体

的
に
受
注
減
、
夏
物
衣
料
の
売
れ

行
き
も
悪
い
。
そ
の
為
、
在
庫
を

減
ら
す
こ
と
を
先
に
考
え
秋
物
が

進
ま
な
い
。　

■
製
材
業�

【
県
内
全
域
】

　

千
葉
県
木
材
振
興
協
会
は
、
住

宅
を
新
築
又
は
改
築
す
る
県
民

に
、
サ
ン
ブ
ス
ギ
内
装
材
を
無
償

で
提
供
し
、
使
用
感・
住
み
心
地

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
す
る
モ

ニ
タ
ー
を
7
月
10
日
か
ら
8
月
15

日
ま
で
募
集
す
る
。

■
印
刷�

【
千
葉
市
】

　

印
刷
用
紙
が
7
月
1
日
よ
り

値
上
げ
に
な
る
。
そ
の
他
の
原
材

料
も
値
上
が
り
傾
向
。
現
在
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
で
、
果
た
し
て
顧
客

に
認
め
て
も
ら
え
る
の
か
。

■
生
コ
ン
製
造�

【
県
内
全
域
】

　

前
2
ヶ
月
だ
け
見
て
み
て
も
、

対
比
96
％
と
今
年
度
は
出
足
が
悪

い
。
契
約
残
案
も
少
な
く
、
見
通

し
も
良
く
な
い
。

■
電
気
鍍
金�

【
県
内
全
域
】

　

売
上
高
等
は
増
加
し
て
い
る

が
、材
料
価
格
は
高
騰
し
て
い
る
。

ま
た
、
加
工
単
価
の
値
下
げ
等
に

よ
り
、
収
益
は
下
が
っ
て
き
て
い

る
。

■
鉄
工�
【
千
葉
市
】

　

表
面
上
は
大
き
な
変
化
は
見

ら
れ
な
い
も
の
の
、
原
材
料
の
高

騰
傾
向
が
鮮
明
に
な
っ
て
き
て

お
り
、「
忙
し
い
が
儲
か
ら
な
い
」

と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

■
機
械
部
品
製
造
業�

【
野
田
市
】

　

設
備
投
資
が
活
発
化
、
中
小
企

業
に
も
若
干
の
明
る
さ
が
出
て
き

た
と
思
わ
れ
る
。

■
土
砂
採
取
業・採
石
業

【
県
内
全
域
】

　

東
京
国
際
空
港
再
拡
張
事
業

が
3
月
30
日
着
工
許
可
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
5
月
17
日
か
ら
木
更
津

港
及
び
袖
ヶ
浦
港
か
ら
土
砂
の
積

み
出
し
が
開
始
さ
れ
た
。
千
葉
県

中
部
地
区
に
限
り
業
績
が
回
復
し

て
い
る
。

■
食
肉
卸
売
業�

【
県
内
全
域
】

　

牛
乳
販
売
の
落
ち
込
み
で
、
生

産
調
整
を
実
施
中
。
当
組
合
も
あ

お
り
を
受
け
、
頭
数
の
減
少
が
起

き
て
き
た
。

■
建
築
材
料
卸
売�

【
県
内
全
域
】

　

6
月
は
雨
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
出
荷
が
前
年
よ
り
増
え
て
い

る
が
、
一
過
性
の
も
の
で
あ
る
。

需
要
は
む
し
ろ
減
少
気
味
で
あ

り
、
公
共
事
業
減
が
大
き
い
。

■
自
動
車
解
体
業�

【
県
内
全
域
】

　

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
が

把
握
し
て
い
る
４
月
か
ら
６
月
の

引
取
報
告
台
数
は
、
５
％
以
上
増

加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
法
律

上
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
乗
っ

て
処
理
さ
れ
る
車
は
若
干
増
え
て

い
る
様
だ
。　

■
小
売�
【
柏
市
】

　

梅
雨
入
り
と
な
っ
た
が
、
雨
も

少
な
く
、
気
温
も
高
く
推
移
し
、

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
夏
物
衣
料
品
が
売

れ
て
い
る
。

 　

■
農
業
機
械
販
売
整
備【

県
内
全
域
】

　

一
部
地
域
会
員
の
不
当
廉
売
が

発
生
。異
常
な
値
引
き（
新
品
）と
、

高
値
で
の
中
古
下
取
り
。
組
合
に

解
決
依
頼
有
り
。関
係
支
部
会
議
、

執
行
部
会
議
、
販
社
会
議
等
が
行

わ
れ
た
。
組
合
は
弱
者
保
護
の
観

点
を
貫
く
方
針
。　
　

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス�

【
銚
子
市
】

　

季
節
商
品
（
園
芸
、
ホ
ー
ス
）

な
ど
の
動
き
が
悪
い
。

■
自
動
車
一
般
整
備【
県
内
全
域
】

　

整
備
業
実
態
調
査
の
結
果
、
総

整
備
売
上
が
５
年
振
り
に
６
兆
円

を
超
え
た
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、

中
小
企
業
は
低
迷
し
て
い
る
。
平

均
年
齢
は
４
０・７
歳
。

■
建
設
揚
重�

【
県
内
全
域
】

　

稼
働
率
は
低
下
傾
向
。
稼
働
率

は
地
域
、
需
要
家
で
温
度
差
が
出

て
い
る
。　

■
建
設�

【
県
内
全
域
】

　

国・
県・
市
町
村
か
ら
の
受
注

は
５
、５
６
９
百
万
と
前
月
比
で
、

１
、５
５
０
百
万
の
増
加
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
県
の
発
注
が
大
幅
に

伸
び
、
全
地
域
で
発
注
の
恩
恵
に

預
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

■
小
売�

【
東
金
市
】

　

父
の
日
ギ
フ
ト
関
連
を
年
々
増

や
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
動
き
は

少
な
か
っ
た
。
早
い
時
期
か
ら
暑

い
夏
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
夏
物

関
係
の
動
き
は
良
い
。
し
か
し
、

バ
ー
ゲ
ン
の
前
倒
し
に
な
り
、
販

売
価
格
が
低
下
し
て
い
る
。

■
小
売�

【
野
田
市
】

　

月
初
め
に
３
日
間
、
衣
料
品
中

心
の
特
紹
会
セ
ー
ル
を
実
施
し
た

が
、
売
り
上
げ
は
予
算
に
達
し
な

か
っ
た
。

■
電
気
機
器
小
売�

【
県
内
全
域
】

　

引
き
続
き
主
力
製
品
で
あ
る
、

デ
ジ
タ
ル
関
連
の
単
価
ダ
ウ
ン
が

収
益
現
象
に
繋
が
っ
て
い
る
。

■
青
果
小
売�

【
千
葉
市
】

　

大
型
店
を
含
め
、
消
費
は
低
迷

気
味
。

■
中
古
車
仕
入・販
売【

県
内
全
域
】

　

相
場
は
強
含
み
に
転
じ
、
タ
マ

不
足
は
更
に
深
刻
。
直
販
の
手
ご

た
え
は
精
彩
を
欠
い
た
ま
ま
、
輸

出
は
流
動
的
だ
が
、
タ
マ
不
足
が

深
刻
な
度
合
い
を
強
め
て
い
る
。

大
勢
は
在
庫
確
保
を
最
優
先
。

景　　況■
情
報
連
絡
員
報
告
を
中
心
と
し
た

県
内
の
中
小
企
業
動
向

＆
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
６
月
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　お知らせ
　

国
は
6
月
22
日
、
官
公
需
に
つ
い
て

の
中
小
企
業
者
の
受
注
の
確
保
に
関
す

る
法
律
第
4
条
第
2
項
に
基
づ
き
、
平

成
19
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等

の
契
約
の
方
針
（
以
下
「
国
等
の
契
約

方
針
」
と
い
う
）
を
次
の
と
お
り
閣
議

決
定
し
た
。

　

国
等
は
、
国
等
の
契
約
の
締
結
に
当

た
っ
て
は
、
予
算
の
適
正
な
使
用
に

留
意
し
、
世
界
貿
易
機
関
政
府
調
達
協

定
及
び
政
府
調
達
に
関
す
る
我
が
国
の

各
種
行
動
計
画
と
の
整
合
性
を
確
保
し

つ
つ
、
中
小
企
業
者
を
取
り
巻
く
厳
し

い
情
勢
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
基
本
法

第
３ 

条
に
掲
げ
る
基
本
理
念
に
則
り
、

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
、国
等
の
契
約
の
方
針
に
基
づ
き
、

中
小
企
業
者
の
受
注
の
機
会
の
増
大
の

た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
運
用
に
際
し
て
は
、
国
等
の
調
達

す
る
物
品
等
（ 

工
事
及
び
役
務
を
含

む
。
以
下
同
じ
。） 

の
受
注
を
確
保
し

よ
う
と
す
る
中
小
企
業
者
の
自
主
的
な

努
力
を
助
長
し
、
公
正
な
競
争
が
行
わ

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

　

な
お
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に

つ
い
て
は
、
そ
の
適
正
な
転
嫁
を
受
け

入
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

ま
た
、
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
、
国
等
の
契
約
の
方
針
を
参
考
と
し

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
必
要
な
場
合

に
は
中
小
企
業
者
に
関
す
る
契
約
の
方

針
を
策
定
す
る
等
中
小
企
業
者
の
受
注

機
会
の
増
大
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
、

適
切
な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
請
す

る
。

■�

中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大
の

た
め
の
措
置

①
情
報
提
供
の
促
進
②
中
小
企
業
官
公

需
特
定
品
目
等
の
発
注
情
報
等
の
提
供

及
び
受
注
機
会
の
増
大
③
官
公
需
適
格

組
合
等
の
活
用
④
指
名
競
争
契
約
等
に

お
け
る
受
注
機
会
の
増
大
⑤
中
小
企
業

者
へ
の
説
明
の
徹
底
⑥
銘
柄
指
定
の
廃

止
⑦
分
離
・
分
割
発
注
の
推
進
⑧
計
画

的
発
注
の
推
進
及
び
労
働
時
間
短
縮
へ

の
配
慮
⑨
適
正
価
格
に
よ
る
発
注
⑩
地

方
支
分
部
局
等
に
お
け
る
地
元
中
小
企

業
者
等
の
活
用
⑪
中
小
建
設
業
者
に
対

す
る
配
慮
⑫
技
術
力
の
あ
る
中
小
企
業

者
に
対
す
る
受
注
機
会
の
増
大
⑬
新
規

開
業
者
に
対
す
る
受
注
機
会
の
増
大
に

向
け
て
の
措
置
⑭
調
達
手
続
に
関
す
る

簡
素
・
合
理
化
⑮
中
小
企
業
者
の
自
主

的
努
力
の
助
長

■
中
小
企
業
者
向
け
契
約
目
標

　

平
成
19
年
度
に
お
け
る
国
等
の
契
約

の
う
ち
、
中
小
企
業
者
向
け
契
約
の
金

額
が
、
約
４
兆
２
４
０
６
億
円
と
な
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

■
官
公
需
に
係
る
施
策
の
推
進

⑴
国
等
は
、
本
方
針
に
つ
い
て
、
中
小

企
業
者
向
け
契
約
目
標
の
設
定
に
係

る
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
一

層
の
普
及
及
び
徹
底
を
図
る
も
の
と
す

る
。
ま
た
、
国
等
の
地
方
支
分
部
局
等

は
、
官
公
需
確
保
対
策
地
方
推
進
協
議

会
の
運
営
等
に
よ
り
、
地
方
の
実
情
に

即
し
て
、
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会
の

増
大
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

⑵
各
省
庁
等
は
、
上
記
各
種
施
策
の
実

施
状
況
を
十
分
に
踏
ま
え
、
上
記
の
諸

項
目
に
関
す
る
措
置
状
況
を
中
小
企
業

庁
あ
て
通
知
す
る
な
ど
、
中
小
企
業
庁

と
密
接
な
連
絡
を
取
る
と
と
も
に
、
本

方
針
の
進
行
に
つ
い
て
地
方
支
分
部
局

等
を
指
導
す
る
等
適
切
な
管
理
を
行

い
、
本
方
針
の
実
施
に
つ
い
て
遺
憾
の

な
い
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
中
小

企
業
庁
は
、
各
省
庁
等
か
ら
通
知
さ
れ

た
措
置
状
況
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
、

そ
の
情
報
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す

る
。

⑶
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
中

小
企
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大
の
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
に
際
し

て
は
、
公
共
工
事
の
効
率
的
執
行
の
確

保
に
留
意
し
、
行
き
過
ぎ
た
施
策
を
と

ら
な
い
よ
う
要
請
す
る
。

■
官
公
需
と
は

　

国
や
公
団
、
地
方
公
共
団
体
等
が
、

発
注
者
以
外
の
企
業
な
ど
と
、
物
品
の

購
入
、 

役
務
の
提
供
や
工
事
の
請
負
契

約
を
結
ぶ
こ
と
を
一
般
的
に
官
公
需
と

い
っ
て
い
る
。

■
官
公
需
を
受
注
す
る
に
は

⑴
国
等
の
機
関
は
、
物
品
な
ど
を
購
入

す
る
と
き
、
あ
ら
か
じ
め
契
約
を
希
望

す
る
方
に
入
札
に
参
加
す
る
た
め
の
資

格
登
録
を
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
国

等
の
機
関
は
、
買
入
れ
条
件
を
公
告
し

入
札
を
行
い
、
そ
の
中
で
最
も
有
利
な

条
件
を
提
示
し
た
方
と
契
約
を
結
ぶ
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
一
般
競
争

契
約
と
言
い
、
国
等
の
機
関
は
原
則
と

し
て
こ
の
方
式
に
よ
り
物
品
な
ど
を
購

入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

⑵
一
般
競
争
に
参
加
す
る
に
は
、
資
格

登
録
を
し
た
い
国
等
の
機
関
に
一
般
競

争
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
、

参
加
資
格
の
有
無
に
つ
い
て
審
査
し
て

も
ら
う
。
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
等
の
機
関
で
定
め
て
い
る
基
準
に
よ

り
Ａ
Ｂ
Ｃ
等
の
ラ
ン
ク
に
格
付
け
さ
れ

資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
資
格

者
登
録
さ
れ
る
と
格
付
け
に
応
じ
た
予

定
価
格
の
競
争
入
札
に
参
加
で
き
る
。

一
般
競
争
参
加
資
格
審
査
申
請
書
は
、

例
年
原
則
と
し
て
１
～
２
月
に
国
等
の

機
関
ご
と
に
受
付
を
す
る
旨
の
公
示
を

行
う
。
た
と
え
こ
の
期
間
中
に
申
請
が

で
き
な
か
っ
た
者
で
も
随
時
受
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

⑶
国
は
、
中
小
企
業
者
に
官
公
需
の
受

注
機
会
を
増
大
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
施
策
を
講
じ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

に
共
同
受
注
体
制
の
整
っ
て
い
る
事
業

協
同
組
合
な
ど
に
対
し
て
、「
官
公
需

適
格
組
合
」
と
し
て
の
証
明
書
を
発
行

し
て
い
る
。
こ
の
証
明
を
受
け
よ
う
と

す
る
組
合
は
、「
物
品
・
役
務
」
と
「
工

事
」
ご
と
に
証
明
基
準
が
異
な
り
、
提

出
書
類
も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
必
ず

事
前
に
本
会
へ
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。

■
問
合
せ

　

本
会
連
携
支
援
部
・
海
老
根
ま
で

 　
℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

中
央
会
職
員
異
動

　

退
職
７
月
末

　

連
携
支
援
部　

主
査　

田
中
ち
え
子

官
公
需
の
中
小
企
業
者
に
関
す
る
契
約
方
針
決
定




